
分任契約担当官　　　　　　　　　　　　　　
陸上自衛隊札幌駐屯地北部方面会計隊本部
業務科長　森　本　　賢

　　また、見積書を送達した際、その書類をどのような方法（メールやＦＡＸ）で送達したのか、下記の宛先まで一報をお願いします。
　　それを怠り当隊が見積書を受け取れなかった場合、当隊はその責任は負いません。

一連
番号

件　名
納入（履行）

場所
納期

（履行期限）
見積依頼書
公表日

見積書
提出期限

見積合わせの
日時

防衛省競争
参加資格

備　考

61 車両修理 仕様書確認 8.11.19 8.10.30
8.11.9
1000

8.11.9
1000

実施要領第５条 仕様書のとおり

62 採用広報活動業務役務 札幌駐屯地
１回目 8.11.19
２回目 9.3.30 8.10.30

8.11.11
1000

8.11.11
1000

実施要領第５条
仕様書問い合わせ先
カキハラ（内線2337）

以下余白

※仕様書がある場合はその内容に疑義が生じないよう必ず確認してください。それらを怠り契約が履行されない場合は規則に則り対処致します。

　見積書をもって申し込みをした者を契約の相手方とします。

３　件名リスト

４　契約条項等を示す場所、問合せ先及び提出先

令和8年10月30日

北部方面会計隊本部業務科におけるオープンカウンター方式による見積り依頼について

１　本リストは、オープンカウンター方式実施要項に基づく手続きが必要です。

２　本方式は随意契約を前提とした見積依頼であり、有効な見積書をもって申し込みをした者のうち、予定価格の制限の範囲内で最低の価格の

　〒０６４－８５１０
　札幌市中央区南２６条西１０丁目１－１

　ＴＥＬ　　０１１―５１１－７１１６（内線４４６１）
　ＦＡＸ　　０１１―５２１－３００６
　ＭＡＩＬ　finhq-na@inet.gsdf.mod.go.jp

　陸上自衛隊札幌駐屯地　北部方面会計隊本部業務科契約班　担当：福士（ふくし）



契約実施計画番号

納　期　ま　た　は　工　期

調　達　要　求　番　号

納地または工事場所

単位

物　品　番　号

部品番号　または　規格

仕　様　書　番　号

品名　または　件名

使　用　器　材　名

銘　　柄 使　用　期　限　等 グ　ル　ー　プ

搬　入　場　所

引　渡　場　所

指定 検査 包装

号第
 令和8年10月30日

                分任契約担当官

                陸上自衛隊札幌駐屯地

                北部方面会計隊本部業務科長  森本　賢

以下のとおり見積を依頼します。

6LW71OP00610 6LV41AM2055 6LV41AM2055

UN1.00

陸上自衛隊　札幌駐屯地

令和8年11月19日（木）北シ通群４科　大谷１曹３０４２

北恵庭駐屯地

0001

数 量

２　契約条項を示す場所

　　陸上自衛隊札幌駐屯地　北部方面会計隊本部業務科　契約班

３　説明会及び提出の日時場所

　　説明会日時場所：実施しない

　　提出日時場所　：令和8年11月9日（月）10時00分　業務科契約班(FAX・ﾒｰﾙ可)

４　決定方式及び契約方式

　　決定方式：総品目総額　契約方式：随意契約

５　注意事項

（１）オープンカウンターの書式で見積書の提出をお願いします。（北部方面会計隊ホームページ内にあるオープンカウンタ

ー実施要領の別紙第２参照）

　　件名リスト一連番号は「　札幌　61　」です

　　見積書の余白に「当社は、上記件名に対して｢入札及び契約心得」及び「標準契約書等」

　　の契約条項を承諾のうえ見積りいたします。また、「入札及び契約心得」に定める暴力団

　　排除に関する事項について誓約いたします。」を記載願います。

　　各注意事項等の記載場所：https://www.mod.go.jp/gsdf/nae/fin/

（２）各期日について

　　ア　見積書は上記の期日

　　イ　市場価格調査書は見積日の前日まで

　　ウ　同等品申請がある場合は見積日の３日前まで

　　それぞれ期限に間に合うようＦＡＸの送信をお願います。

　　お見積りできない場合はお見積りの様式に「辞退」と付記しＦＡＸお願いします。

（３）今後の流れについて

　　見積書徴収　→　落札者決定　→　決定の通知　→　契約締結　→　要求元との業務調整

　　落札の決定通知はＦＡＸで行いますが、当日になって万が一届いていなかった場合は一度ご連絡ください。

　　

（４）規格（仕様）・同等品申請等に関する問い合わせ先　０１１－５１１－７１１６　内線・各品目右欄参照

（５）見積に関する問い合わせ先　０１１－５１１－７１１６　内線４４６１　福士（ふくし）

（６）見積書等送信先　ＦＡＸ：０１１－５２１－３００６（直通）

　　　　　　　　　　　メール：finhq-na@inet.gsdf.mod.go.jp

61通知

１　見積依頼

見 積 依 頼 書

車両修理

仕様書による



ページ

銘　　柄

品　目　等　内　訳　書

引 渡 場 所

契約実施計画番号

指定

搬 入 場 所

納　　地

納　　期

数　量

品　　　　　　　　　名

調達要求番号 物品番号

包装

部品番号　または　規格

使用器材名 仕様書番号

金　額 使用期限等ＮＯ 単　価

単　位

検査

6LW71OP00610

  1

グループ

6LV41AM2055 UN       1.00

車両修理

仕様書による

6LV41AM2055

北恵庭駐屯地

北シ通群４科　大谷１曹３０４２

陸上自衛隊　札幌駐屯地

令和8年11月19日

1

0001

‐　以　下　余　白　‐



- 1 - 

 

調達要求番号：６ＬＶ４１ＡＭ２０５５ 

1 総則 

1.1 適用範囲 

この仕様書は，北部方面システム通信群において使用している車両の修理について適用する。 

1.2 用語及び定義 

 この仕様書で用いる用語及び定義は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１ＡＤによる。 

 

2 修理に関する要求 

2.1 一般的要求事項 

 この修理に関する一般的要求事項は，車両を修理する。 

2.2 車種・数量 

 車種・数量は，表１による。 

表１－車種・数量 

車 種 三菱ふそうトラック・バスローザ 

数 量 １両 

2.3 作業内容 

 作業内容は，表２による。 

表２－作業内容 

項 目 作業内容 

１ 修理車両の受領及び輸送 

２ フロントガラス入替 

３ ドライブレコーダー（１台）エーミング 

４ 破損フロントガラス処分 

５ 修理完了車両の輸送及び引渡 

2.4 引渡場所・納品場所 

引渡場所及び納品場所は，表３による。 

表３－引渡場所及び納品場所 

引渡場所 北恵庭駐屯地※ 

納品場所 札幌駐屯地※ 

※細部時間・場所は官側との調整によるものとする 

陸 上 自 衛 隊 仕 様 書 

物品番号  仕 様 書 番 号 

車両修理 

ＮＡＳＳ－Ｄ－０８００１７ 

防衛大臣承認 令和  年  月  日 

作    成 令和 ８年１０月２８日 

変    更 令和  年  月  日 

作成部隊等名 北部方面システム通信群 



- 2 - 

 

 

 

3 その他の必要事項 

a) 引渡及び納品に伴う確認は，官側が立会するものとする。 

b) 細部については，官側との相互調整により実施するものとする。 

 

4 調整先 

北部方面システム通信群４科 補給陸曹 ０１１－５１１－７１１６ 内線３０４２ 



契約実施計画番号

納　期　ま　た　は　工　期

調　達　要　求　番　号

納地または工事場所

単位

物　品　番　号

部品番号　または　規格

仕　様　書　番　号

品名　または　件名

使　用　器　材　名

銘　　柄 使　用　期　限　等 グ　ル　ー　プ

搬　入　場　所

引　渡　場　所

指定 検査 包装

号第
 令和8年10月30日

                分任契約担当官

                陸上自衛隊札幌駐屯地

                北部方面会計隊本部業務科長  森本　賢

以下のとおり見積を依頼します。

6LW71OP00620 6LT91AM3249 261

ST1.00

陸上自衛隊　札幌駐屯地

令和9年3月30日（火）人事部募集課　柿原准尉　２３３７

総監部　募集課　１号庁舎１階

0001

数 量

２　契約条項を示す場所

　　陸上自衛隊札幌駐屯地　北部方面会計隊本部業務科　契約班

３　説明会及び提出の日時場所

　　説明会日時場所：実施しない

　　提出日時場所　：令和8年11月11日（水）10時00分　業務科契約班(FAX・ﾒｰﾙ可)

４　決定方式及び契約方式

　　決定方式：総品目総額　契約方式：随意契約

５　注意事項

（１）オープンカウンターの書式で見積書の提出をお願いします。（北部方面会計隊ホームページ内にあるオープンカウンタ

ー実施要領の別紙第２参照）

　　件名リスト一連番号は「　札幌　62　」です

　　見積書の余白に「当社は、上記件名に対して｢入札及び契約心得」及び「標準契約書等」

　　の契約条項を承諾のうえ見積りいたします。また、「入札及び契約心得」に定める暴力団

　　排除に関する事項について誓約いたします。」を記載願います。

　　各注意事項等の記載場所：https://www.mod.go.jp/gsdf/nae/fin/

（２）各期日について

　　ア　見積書は上記の期日

　　イ　市場価格調査書は見積日の前日まで

　　ウ　同等品申請がある場合は見積日の３日前まで

　　それぞれ期限に間に合うようＦＡＸの送信をお願います。

　　お見積りできない場合はお見積りの様式に「辞退」と付記しＦＡＸお願いします。

（３）今後の流れについて

　　見積書徴収　→　落札者決定　→　決定の通知　→　契約締結　→　要求元との業務調整

　　落札の決定通知はＦＡＸで行いますが、当日になって万が一届いていなかった場合は一度ご連絡ください。

　　

（４）規格（仕様）・同等品申請等に関する問い合わせ先　０１１－５１１－７１１６　内線・各品目右欄参照

（５）見積に関する問い合わせ先　０１１－５１１－７１１６　内線４４６１　福士（ふくし）

（６）見積書等送信先　ＦＡＸ：０１１－５２１－３００６（直通）

　　　　　　　　　　　メール：finhq-na@inet.gsdf.mod.go.jp

62通知

１　見積依頼

見 積 依 頼 書

採用広報活動業務役務

仕様書による



ページ

銘　　柄

品　目　等　内　訳　書

引 渡 場 所

契約実施計画番号

指定

搬 入 場 所

納　　地

納　　期

数　量

品　　　　　　　　　名

調達要求番号 物品番号

包装

部品番号　または　規格

使用器材名 仕様書番号

金　額 使用期限等ＮＯ 単　価

単　位

検査

6LW71OP00620

  1

グループ

6LT91AM3249 ST       1.00

採用広報活動業務役務

仕様書による

261

総監部　募集課　１号庁舎１階

人事部募集課　柿原准尉　２３３７

陸上自衛隊　札幌駐屯地

令和9年3月30日

1

0001

‐　以　下　余　白　‐



仕 様 書

仕様書

番 号 品

名

採用広報活動業務役務

作成年月日 令和８年１０月３０日

作 成 者 北部方面総監部人事部募集課

適用範囲
この仕様書は、陸上自衛隊北部方面隊の採用広報のためのＹｏｕＴｕ

ｂｅ動画広告に関する役務について規定する。

役務に関す
る要求

役務内容は、次による。

１ ＹｏｕＴｕｂｅの動画再生中に表示される３０秒間の視聴型動画広

告での自衛官募集広告（以下、「動画広告」という。）の配信

２ 配信、表示の分析及び改善案に関するレポートの提出

規格等

規格等は、次による。

１ 動画広告

(1) 配信用の動画は、官側が指定するＹＯＵＴＵＢＥチャンネル上の

約３０秒の長さの動画とし、３本を基準とする。

(2) 配信用動画のＵＲＬについては、北部方面総監部人事部募集課長

から伝達する。なお、配信用動画内容に関して訂正及び更新等があ

る場合には、動画を差し替えることがある。

(3) 配信はスキップ可能なインストリーム広告とする。

(4) 契約締結後速やかに配信を開始する。配信期間は表１による。

表１.配信期間

(5) 配信地域は、北海道全域とする。

(6) 配信ターゲットは、１８歳から３４歳の男女とする。

(7) 当初の時間帯は、下記のとおりとする。

ア 休日・祝祭日及び令和８年１２月２４日～令和９年１月１１日

８時から２４時

イ その他の平日

６時から９時、１６時から２４時

(8) ３０秒以上の動画視聴回数は通算１００，０００回を目標とする。

(9) 必要に応じてチューニング等の改善処置を行う。

(10) 契約の相手方は、設定したパラメータについて契約相手方施設内

において実地確認できる態勢をとる。

１

動画区分 配信期間

動画１ 契約締結後～１１月１９日

動画２，動画３ 契約締結後～令和９年３月３０日



仕 様 書（案）

規格等

２ 配信、表示の分析及び改善案に関する報告

 (1) 月１回、月初に北部方面総監部において報告

 (2) 報告内容

ア 動画視聴回数、ＬＰ遷移回数、年齢、性別、配信エリア及び時

間帯に関する分析結果

イ 前項の分析結果に基づく改善提案

ウ 動画内容に関する改善提案

３ 改善提案に基づく改善の実施

(1) 前項で提案され、官側で了承を得たものについて改善を実施

 (2) 契約の相手方は、改善実施状況について、契約相手方施設内にお

いて確認できる態勢をとる。

４ 最終報告

(1) 報告内容は２項(2)を準用する。

(2) 提出期限は令和９年３月３０日とし、集計は見込み数を計上する

ことができる。

(3) 様式は任意とする。

そ の 他

１ 契約の相手方は、本役務の履行によって直接又は間接を問わず知り

得た事項の管理に万全を期すとともに、それらの部外への利用、公表

などを防衛省の許可なく行ってはならない。

２ この仕様書の内容に疑義が生じた場合は、速やかに契約担当官と協

議する。

２」


